
校章 （昭和38年制定）

【由来】
むかし、沼辺の沼や田の周りには、

オモダカの花がたくさん咲いていた。
オモダカの花は沼辺を、ペン先は学
習の場である学校を表している。
（製作者／小泉 定光氏）

オモダカの花びらとペン先とを組み
合わせ、中央に二小を据えた。
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